
6 7

天王寺井戸（重陽の節句時）

天王寺跡・井戸・蓮小堀跡の位置（首里古地図部分
図、公文書館）CC BY 4.0

天王寺井戸の位置図（航空写真、Google）

天王寺井戸の修繕・修景前

石垣の蔦剥がし・雑草伐採の様子 整地作業の様子 バラス敷作業の様子

専門家指導のもと石張り作業を実施

天王寺井戸の修繕・修景後

専門家指導のもと植込み作業を実施 作業終了後の記念写真

取水ポンプ状態の確認 現場点検 改善計画イメージ

龍潭通り
天王寺井戸

天王寺井戸

天王寺跡

蓮小堀跡

首里公民館

❶首里当蔵町自治会の取組 
～地域の歴史的景観資源・拝所の天王寺井戸の修繕・修景～
《地区の概要》
●当蔵町は首里台地の中心地に位置し、首里城、円覚寺、弁財天堂な
ど数々の寺院や御殿屋敷が点在し、琉球王朝時代に王都として栄え
たまちです。 
●古井戸・拝所(御嶽）や石垣、宿道など生活文化的資源も多く残ってお
り、自治会が中心になって昔ながらの御願行事や伝統行事、旗頭等取
組が今日まで継承されています。 
●かつて、当蔵大通りと呼称された龍潭通りは、その沿線地区が都市
景観形成地域（平成14年）に指定され、首里城下の生活景と歴史的
景観まちづくりを推進する重要なエリアとなっています。 

●天王寺創建時はこの寺域に井戸がなかったため、この井戸（図中）
を使ったのが始まりであり、井戸は蓮小堀（リングムイ）とする人
工池に接していました。
●当蔵村の「村ガー」として地域の生活用水にも利用されてきたこと
から、毎年旧暦９月９日「重陽の節句」には地域住民の健康、家内
安全と繁栄の祈願が行われています。
●平成27年度沖縄県沖縄らしい風景づくり人材育成事業で取水ポンプの
設置と井戸周りの石張整備が取組まれたが、数年前にポンプが破損
し、水やり・清掃活動に支障をきたしていました。

●天王寺井戸やリングムイの歴史を調べ、居心地の良い空間として、どう景観管理すべきかなどを地域で検討する
ことができました。 
●石垣補修や石張作業、緑化修景作業など一連の工程を通して、専門家から風景づくりの技術手法を学ぶ機会となっ
たと同時に、住民が協働して素敵な地域の庭を仕上げることができました。 
●子ども達が井戸ポンプを押している姿や、観光客が興味をもって井戸を訪ねる光景が見られるようになりました。 
●今後、天王寺井戸の歴史や思いを伝える冊子づくりやまち歩き等を通して、子ども達に地域の良さや人の優しさ、この
土地の記憶を伝えていきます。
●地域の役割分担のもとに維持管理活動が楽しく取組まれ、さらに隣接する龍潭通りの沿道景観向上や、公民館広
場周りの修景活動へと広がるよう波及効果を期待したいです。

ワークショップ等の活動
今回の実地研修を通して

実地研修の内容

《今回の取組の概要》

８月下旬～9月中旬

９月21日～10月26日

11月中旬～12月上旬

12月22日

12月下旬～1月上旬
1月25日 
2月上旬

令和６年

令和７年

Ⅰ．風景づくりサポーターの育成

事業説明・趣旨の確認、活動方向意見交換
天王寺井戸現場確認（取水ポンプの現状、修繕
箇所等の確認）、清掃活動、取水ポンプの修繕、
現場点検（石垣崩壊状況、排水、植栽状況）、拝み
改善計画案及び植栽の検討・意見交換、役員会
で天王寺井戸の修景案を共有
天王寺井戸の園地及び石垣の草刈、石張り・バ
ラス敷作業、清掃
植栽計画の詳細検討・意見交換
緑化修景作業
手摺設置検討、現場調整作業確認

《「天王寺井戸」の歴史と地域との関わり》


